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U1

田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
七
'號

'
命
を
i

し
た
。
農
民
の
政
治
生
活
へ
の
進
出
は
政
治
革
命
を
意
味
し
た
。
し 

.
か
し
如
何
な
：る
改
革
^

業
に
は
起
ら
な
か
っ
た
。
農
村
の
過
剩
人
口
は
增
太 

.

し
た
0
:小
土
地
保
有
：•
散
i

條

，
員
れ
た
^
罾
が
依
然
と
：し
て
特
徵
的
で
あ
• 

:

っ
た
。
交
通
I

の
改
良
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
產
物
の
種
類
を
增
加
さ 

.せ
る
よ
り
專
ら
穀
物
生
產
を
獎
働
す
る
と
と
に
よ
っ
.て
.、
.工
業
を
育
成
す
る
こ 

.

と
に
よ
っ
て
、
.双
^
は
農
民
を
4«
£
-
1し
た
。
舊
地
主
は
官
僚
と
軍
.に
流
込
み
、

. 

货
幣
を
主
要
都
市
の
西
歐
化
に
使
用
し
、
ま
‘た
新
し
い
工
業
の
た
め
に
補
助
金 

を
要
求
し
た
。
新
し
い
間
接
税
や
重
い
保
護
關
税
が
農
民
の
負
擔
に
，お
い
て
開 

:

始
さ
れ
た
。
商
人
階
級
は
農
民
の
搾
取
者
と
し
て
舊
地
主
の
役
割
を
讓
り
受
け
：
. 

.た
。
し
か
し
農
民
に
と
つ
て
軚
有
制
は
勞
働
-̂

に
-i
つ
て
の
社
會
保
障
と
同
一 

物
で
あ
る
た
め
、
.
小
農
經
營
は
II
I
:

界
的
農
業
危
機
を
切
拔
け
る
こ
と
が
a
ま 

た
/0
-

 
著
者
は
、
農
民
運
動
の
急
激
な
揺
頭
と
そ
の
成
功
ば
支
®

級
を
大
い
に
驚 

,

か
せ
、
憲
法
の
民
主
的
條
項
を
駡
倒
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
と
い
っ
た

。

事
態 

が
惡
化
す
る
に
っ
れ
て
農
民
の
不
㈱
は
益
々
大
き
く
な
っ
た
。
,農
民
の
不
滿
が 

增
大
し
危
險
な
狀
態
に
な
る
と
、
政
府
は
結
局
獨
裁
政
治
に
い
た
ら
ざ
る
を
得 

なか
っ允
。獨は

「

$

的

•
軍
隊
的
制
度
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、

非
能
率
的
、

匪
制
的
で
あ
る
と
同
時
に
碎
け
易
い
も
の
で
あ
っ
たJ

。

主
黨

.

'

軍
隊

•

 ®

は
農
民
攻
擊
.で
同
盟
し
、

社
會
主
義
者
も
こ
れ
に
參
加
し
た
。

「

策
歐
諸
國
で
は
次
々
と
權
力
を
合
法
的
に
掘
ろ
ぅ
と
す
る
農
民
團
it
の
主
張•

.
は
衷
切
ら
れ
た
。
か
か
る
過
程
は
、
先
ず
一
九
一
九
年
の
ハ
ン
ガ
リ
！
に
始
ま 

り
、
次
い
で
一
九
二
三
年
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

一
九
二
六
年
の
ポ
I
ラ
ン
ド
、

一
 

九
一
一
九
年
の
ユ
ー

ゴ
ス

ラ

ヴ

ィ

ア

、
更
に
一
九
三
，一
年
の
ル

ー

マ

ニ
ア
に
續
い 

.
て
起
っ
た」

。
民
主
的
方
法
を
捨
て
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、農
民
運
動
は
敵
の
.

,

 

四
0
 

‘

(

五
ニ
八)

'

■不
正
^
暴
力
の
：犠
牲
と
な
り
、
，そ
の
.ぅ
え
西
歐
め
民
主
諸
國
か
、ら
理
解
も
支
持 

も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
.：.
： 

：

:

第
一
.一
次
大
戰
以
来
農
民
階
級
撲
滅
の
政
策
：は
一
層
强
化
さ
れ
た
。
_ロ
シ
ア
人 

と
共
產
主
義
者
の
傀
儡
，は
、
レ
：丨
ニ
シ
の
方
策
に
從
つ
セ
、
中
歐
諸
國
に
階
級 

對
立
を
育
て
、
.新

し

.1
'
土
地
改
革
を
斷
行
し
、
-集
園
化
を
平
め
る
た
：め
に
强
懕 

を
加
え
た
。
特

に

—*
九
四
八
年
の
チ
ト
-
-

と
ス
タ
ー
リ
ン
の
訣
別
以
来
'

 

ソ
ヴ 

.エ
ト
で
經
驗
さ
れ
た
農
民
階
級
撲
滅
へ
の
諸
段
階
が
一
段
と
強
力
に
i

さ
れ 

た
。
政
策
の
鞞
換
は
、
勞

同

組

合

^
い
ぅ
形
態
を
目
指
し
て
、
そ
こ
で
は 

'經
牌
呂
を
集
園
化
す
る
が
土
地
は
國
有
化
で
な
い
體
制
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と 

の
な
か
に
、
ま
た
任
意
加
入
の
原
則
を
確
立
す
る
た
め
に
說
得
を
㈣
肖
し
た
こ 

と
の
な
か
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
全
_

の
理
罾
は
不
變
で
あ

り

、 

力
を
用
い
^
こ
.と
.な
く
し
て
は
決
し
て
ど
こ
で
も
勝
利
を
收
め
る
こ
と
が
出
來 

な
か
っ
た
。
新
し
ぃ
農
奴
制
庳
は
再
び
我
々
.>
共
に
あ
る
。
こ
：れ
が
本
書
で
著 

者
が
語
ら
ん
と
し
た
主
要
な
教
訓
で
あ
っ
た
。(

法
政
大
學
出
版
局
昭
和
三 

i 
年

二

月

.

.
四
五
〇
圓
。
原
著
は
»̂

J

^

y

^

o
a
y

s:-
M
a
r
x

 a
g
a
i
n
s
t

 

Peasant;; 

A

 

S
t
u
d
y

 in 

Social 

D
o
g
m
a
t
i
s
m
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L
o
n
d
o
n

 

pp. 
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)

フ
ラ
ン
ス
本
.

命
と
民
衆
運
動
，

G
e
o
r
g
e

 

EL 

J
R
U
fl
i(l
>
s
,

 

S
H3
ば
a)
0
C3
C+
び 
hCD
p
w
 

of 
け
げ
①
 p

^
e
n
c
b
.
^
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 
 ̂P

a
s
t

 

&

 

P
r
e
s
e
n
t
,

!2;
-
o
v
e
m
b
e
r

 1954 pp. 28-42.

WOIDOUI, 

A. 

RwojDespierre a
n
d

 

t
i
lCD 

Popular 

Miovement of 179314 

a 

present. M
a
y

 

1954 

s
.

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
原
因
を
追
求
し
て
'

一
 
般
に
、
學
者

.
法
律
家
.
不
平
官 

吏

•
フ
リ
I 
メ
-
.ソ
ン
が
計
畫
し
た
謀
叛
に
歸
さ
な
い
。
專
ら
階
級
對
立
の
結 

'巣
と
見
て
、
最
近
は
特
に
都
市
と
農
村
に
お
け
る
民
衆
の
問
題V

抱

負

•
蓮
動 

.
に
っ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。

■ 

•

.そ
の
結
果
、
革
命
に
お
け
る
民
衆
の
役
割
は
明
確
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の 

位
置
づ
け
に
っ
い
て
必
ず
し
も
定
見
は
な
い
。
'革
命
の
過
程
を
最
初
に
敷
K
が 

反

逆

、
'次
い
で
市
民
の
反
抗
、"
最
後
に
民
衆
運
動
に
分
っ
た
こ
と
か
ら
知 

ら
れ
る
如
く
、
.マ
テ
ィ
エ
' は
泯
衆
の
介
入
に
對
し
ニ
義
的
意
義
を
付
し
た
に
過 

.ぎ
ず
、
民
衆
運
動
を
市
民
の
行
動
に
刺
戟
さ
れ
て
起
っ
た
と
見
た
。

一
方
ゲ 

■ラ
ン
は
民
衆
運
動
に
最
大
の
重
點
を
興
ぇ
、
革
命
の
中
心
的
勢
カ
は
威
ュ
%

—

で 

な
く
、
賃
銀
取
得
者
で
す
ら
あ
っ
た
と
極
言
し
た
。
ま
た
革
命
の
勃
發
ダ
經
濟 

的
婴
因
か
ら
説
明
し
た
ラ
ブ
ル
I
ス
.は
、
十
八
世
紀
の
®

の
變
動
が
革
命
を 

.

.

.
起
す
に
足
る
强
カ
な
民
衆
運
動
を
展
開
也
し
め
た
と
考
ぇ
た
。

へ
.民
衆
運
動
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。
と
同
時
に
-:
>
貴
族
：の
反
逆
、
市
民
の
反 

.杭
に
：っ
い
て
も
正
し
い
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：
-:
っ
の
小

書

評

及

び

賴

介

，

 

_

論
は
こ
ぅ
い
っ
た
問
題
に
對
オ
る
一
っ
の
提
言
で
あ
っ
た
。

.一
七
七
四
年
チ
ル
ゴ
ー
が
大
藏
大
辟
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
早
く
も
九
月 

に
は
取
引
の
自
由
を
囘
復
し
た
。
こ
の
た
め
一
七
七
五
年
に
入
っ
て
パ
ン
の
價 

格
は
高
騰
し
、
普
通
精
々
九
ス
ー
で
あ
っ
た
四
ボ
ン
ド
の
パ
ン
が
三
月
上
旬
に 

一
ー
ス
ー
一1

分 
一
、
RH
月
下
旬
に
一
三
ス
ー
ー
一
分
一
と

也

っ

た

。
騷
動
が
各
地 

で
起
っ
た
。
先
ず
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、
ツ
ー
ル
、
メ
ッ
ツ
、
ラ
イ
ム
、

モ
ン
タ
ー

. 

パ

ン
で
騷
動
。
急
遽
に
パ
リ
へ
波
及
。
ニ
〇

マ
イ
ル
北
の
ボ
ー
モ
ン
•
シ
ュ
ー 

ル
.ォ
ヮ
ス
で
四
月11

七
日
に
起
っ
た
騷
動
が
、
一一

九
日
に
は
ポ
ン
ト
ヮ
ス
に
、
 

.五
月
一
日
に
は
サ
ン
•
ゲ
ル
マ
ン
に
、
二
日
に
は
ヴ
工
ル
サ
イ
ユ
に
、
三
日
に 

は
パ
リ
に
達
す
。
'そ
し
て
セ
イ
ヌ
と
マ
ル
'ヌ
の
谷
に
沿
っ
て
擴
大
し
、
數
日
で 

ブ
リ
に
、
，九
日
に
は
五
0
.マ
.
.イ
ル
南
の
ボ
ー
モ
ン•

シ
ュ
，丨
ル
•
ガ
テ
ィ
ー
ネ 

に
、

一
〇
日
に
從
近
べ
の
メ
ラ
ン
に
及
ん
だ
0
い
わ
ゆ
る
穀
"物

鬪

爭

で

あ 

る
。

ぐ

■ 

'

'

正
に
そ
れ
は
飢
餓
と
缺
泛
，の
恐
怖
か
ら
自
然
に
起
，っ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
都 

市
の
貧
困
者
•
農
業
勞
働
者
.
農
村
の
職
人
ば
か
り
か
、
農
場
主
•
富
裕
な
市 

民
ま
で
が
加
わ
り
、
大
擧
し
て
？辰
場
主
.
富
裕
な
保
有
農
•
穀

物

商

人

，
粉

屋 

パ
ン
屋
を
襲
擊
し
た
。
若
干
の
聖
職
者
は
敎
區
民
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
を
. 

少
し
も
制
限
し
な
.か
つ
た
.。
市
場
監
督
官
め
な
か
に
は
價
格
を
引
下
げ
て
便
班
. 

を
考
.え
る
者
も
.あ
.っ
た
。

、
し
か
し
こ
の
運
動
は
革
命
に
結
び
付
か
な
い
。
食
糧
危
機
が
緩
和
し
て
一
〇 

月
に
は
價
格
が
低
下
し
、
騷
亂
は
自
然
に
消
滅
し
た
。
保
有
農
の
大
部
分
は
加 

わ
っ
て
い
ぬ
。

市

.

k

W
現
存
す
る
秩
序
に
反
抗
す
る
ま
で
に
な
ら
ず
、
チ
ル 

ゴ
ー
を
自
分
ら
の
階
級
に
屬
ず
る
と
考
え
、
こ
.れ
•が
指
導
す
る
政
策
に
反
對
す
. 

る
、

f

動
に
敵
意
す
ら
感
じ
、
む
し
..ろ
取
引
の
'N3
由
を
支
持
し
た
程
で
あ
っ
た
。

.

四

一

(

五
二
九)



三
田
學

會

雜

誌

第

四
十
九
卷
第
ヒ
號

ル
.丨
デ
に
よ
れ
ば
、「

十
八
世
紀
の
狀
態
で
、

賃
銀
取
得
者
.
職

人

，
農

村

の 

.
i

者
の
孤
立
し
.た
蓮
動
は
、
苹
命
的
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
が
っ
.

一
七
七
六
年
か
ら
一
七
八
七
年
ま
で
は
パ
ン
の
«
吣

が

安

定

し

_
、
'
平

和

の

時
 

代
で
あ
っ
た
。
少
な
く
も
パ
リ
で
は
安
定
し
て
お
り
、
四
.ポ
ン
ド
の
パ
ン
が
精 

.
々
-A
-
ス
I
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
こ
の
時
期
に
民
衆
運
動
は
散
發
的
に
し
か
起
ら 

な
い
。
例
え
ば
一
七
七
八
年
六
月
の
ッ
ー
ル
I
ズ

、
：
ク

ル

ノ

 _

ブ
ル
の
パ
ソ
騷 

動
。
し
か
し
間
も
な
く
軍
隊
に
よ
っ
て
鎭
壓
さ
る
。

一
七
八
四
年
と
一
七
八
六 

年

の一

ー

囘

パ

リ

で

家

啬
•
肉

.
葡
萄
酒
•
燃
料
そ
の
他
に
對
す
る
課
税
反
對
の 

連
動
が
起
る
。
ま
た
一
七
八
三
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
に
パ
リ
で
聖
職
者
の 

排
斥
が
屢
々
。

.

.

し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
i

の
比
較
的
安
定
し
た
こ
の
時
期
に
、
ス
ト
ラ 

.
イ
キ
が
頻
發
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。.
一
七
七
六
年
に
パ
リ
.の
製
本
業
者
は
一
日 

一
四
時
間
を
悪
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。

一

七
八
五
年
七
月
に
は
賃
銀 

切
下
げ
に
反
對
す
る
大
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
。

一

七
八
六
年
三
月
に
も 

大
工
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
。
ま
た
一
七
八
六
年
一
月
に
は
パ
リ

の
運
狯
業
者
が 

■
政
府
の
獨
占
計
幾
に
反
對
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
。
八
百
人
が
こ
れ
に
參 

加
し
た
。

ま
た
リ
ョ
ン
絹
工
業
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
殆
ど
反
亂
の
樣
相
を
呈
し 

た
。
し
か
し
ル
I
デ

は「

こ
れ
ら
勞
_
爭
議
が
.：
，
：
民

衆

運

動

の

廣

^

な

展

開 

榀
對
し
强
い
刺
戟
と
な
っ
た」

と
は
考
え
な
い
。

一
七
八
七
年
に
貴
族
の
反
抗
が
起
っ
た
。
二
月
に
大
藏
大
Is
ヵ
ロ
ン
ヌ
が
財 

政
救
濟
の
た
め
印
紙
税
と
土
地
課
税
を
提
案
し
た
こ
と
に
端
‘を
發
し
た
。
こ
の 

た
め
四
月
に
.力
ロ
ン
ヌ
は
失
朐
し
、
ッ
I
.ル
I
ズ
の
大
司
教
ロ
メ 

ニ
エ
.
デ

. 

プ
リ
ア
ン
ヌ
.

が
代
つ
た
。
し
か
し
ブ
リ
ア
ン
ヌ
に
よ
つ
て
も
カ
ロ

ン
ヌ
の
方
策

, 

四
ニ 

(

五
三
0)

が
踏
襲
さ
れ
、
貴
族
は
反
抗
し
た
。
.パ
：リ
最
高
法
院
が
指
導
し
、
地
方

の

法
院 

が
從
.っ
た
。
そ
の
結
果
土
地
課
税
と
印
紙
税
は
九
月
.に
徹
囘
.さ
れ
た
。

こ
の

こ

と
は
歡
喜
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
反
抗
で
手
先
と
な
っ
た
の 

は
パ
リ

の

颶
官
で

、
.

氣
亂
：̂
若
者
.と
.

呼
ば
れ
た
。
ま
た
奢
侈
品
工
業
の
徒
弟
や 

職
人
が
加
わ
っ
た
。
®
困
者
は
そ

こ

で

は 

一
S
的
^

_
し
か
演
じ
て
い
な
か
っ 

た
。

市
民
は
未
だ
こ
の
反
抗
に
加
わ
っ
て
い
な
い
。

.他
方
ブ
リ
ア
ン
ヌ
は
取
引
の
自
由
を
進
め
、
經
濟
危
機
を
深
め
た
。
穀
物
價 

格
は
急
騰
し
た
。
投
機
家
が
横
行
し
：、

一
七
八
八
年
七
月
に
は
胃
占
.
退
蔵
に 

對t

る
非
難
が
起
っ
た
。
パ
リ
で
は
高
い
。ハ
ン
に
對
し
民
衆
が
騷
い
だ
。■ 

間
も
な
く
政
治
危
機
が
激
化
さ
れ
た
。
公
愦
の
募
集
が
原
因
で
あ
っ
た
。
。ハ
 

リ
最
高
法
院
は
三
部
會
の
召
集
を
條
件
に
同
意
し
ょ
ぅ
と
し
た
。
し
か
し
容
れ 

ら
れ
ず
、

一
七
八
八
年
一
月
に
交
渉
は
決
裂
し
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
公
は
追
放
さ 

れ
、
五
月
に
パ
リ
最
高
法
院
は
公
廣
の
募
集
を
含
め
ブ
リ
ア
ン
ヌ
の
獨
斷
を
す 

ベ
て
容
認
す
る
こ
と
を
W

M

し
た
。
暴
動
は
新
た
な
展
開
を
示
し
た
。
グ
ル
ノ 

丨
ブ
ル
、
ラ
ン
ヌ
に
六
月
に
騷
亂
が
起
っ
た
。

パ
リ
で
七
月
に
騷
亂
が
あ
っ 

た
。
こ
の
た
め
八
月
に
は
パ
リ
に
軍
隊
が
集
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は
パ
リ
の
屬
官 

の
騷
亂
を
恐
れ
た
た
め
で
、
ル
ー
デ
に
ょ
れ
ば
、
民
衆
の
反
抗
を
恐
れ
た
た
め 

で
は
な
い
。
 

'

國
王
が
三
部
會
の
招
集
を
約
束
し
た
の
で
、
騷
亂
は
一
且
靜
ま
っ
た
。

一
七 

八
九
年
八
月
ブ
リ
ア
ン
ヌ
に
代
っ
て
ネ
ッ
ケ
ル
が
登
場
し
た
。
し
か
し
經
濟
危 

機
は
未
曾
有
の
規
模
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
た
。
卽
ち
四
ポ
ン
ド
九
ス
ー
の
パ 

ン
が
八
月1

七
日
に
は
九
スー

 
ニ
分
，

一

に
、
ニ
〇
日
.に
は 

一Q

ス

I

に

、
九
月 

二
日
に
は

一

〇
ス
ー
二
分
一
に
、
'七
月
に
は

一

一

ス
ー
に
な
つ
た
。
こ
の
た
め 

パ
リ
で
八
月
ニ
九
日
に
暴
動
が
起
り
、
死
傷
者

.
逮
捕
者
を
多
く
出
し
た
。

1

逮
捕
者
は
主
と
し
て
職
人

.
賃
銀
取
得
者
で
あ
っ
た
。

過

激

派

も
こ
.

れ
に
加 

わ
り
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
が
、

市
民
の
參
加
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ル 

丨
デ
に
よ
れ
ば
、
.

「

眞
の
革
命
的
危
機
は
未
だ
來
て
い
な
か
っ
た」

た
め
で
あ 

る

。し
か
し
一
七
八
八
年
七
月
突
然
の
降
雹
で
そ
の
年
の
收
獲
は
非
常
な
損
害
を 

受
け
た
。
か
く
て失

*
?

は
パ
リ
に
流
込
み
、
一
時
は
八
萬
に
達
し
た
と
い
う
。
 

四
ポ
ン
ド
の
パ
ン
は
パ
リ
で
一
一
月
八
日
に 

一
ニ
スー

に
、
二
八
日
に
一
三
ス 

—

、

一
二
月
一
一
日
に
.一
四
ス
ー
と
な
り
、

一
七
八
九
年
二
月
一
日
に
.は
一
四 

ス
I

二
分一

と
な
つ
た
。
そ
し
て
バ
ス
チ
ィ
I

ユ
の
陷
落
ま
で
と
の
高
値
が
續 

い
た
。
小
麥
の
價
格
は
西
月
に
パ
リ
で

一ス
チ
エ
四
四
フ
ラ
ン
と
い
う
値
を
示 

し
た
。
織
物
都
市
に
お
け
る
失
業
は
、

一
七
八
八
年
九
月
か
ら
一
七
八
九
年
一 

月
ま
で
の
工
場
監
督
官
の
報
吿
に
よ
れ
ば
'.
ア
ミ
ア
ン
で
四
萬
六
干
、
ル
ア
ン 

で
一
〇
萬
、
フ
ァ
レ
ス
で
八
萬
、
ヵ
ル
力
ソー

ヌ
で
三
萬
、
リ
オ
ン
で
ニ
萬
五 

干
で
あ
り
、
ま
た
ト
ロ
ヮ
や
セ
ダ
ン
で
は
織
機
の
半
數
が
休
止
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
經
濟
危
機
の
下
で
市
取
は
革
命
に
加
わ
っ
た
。

特 

，權
階
級
と
の
對
立
は
舊
制
度
の
下
で
徐
々
に
深
め
ら
れ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
直 

接
の
原
因
は
三
部
會
に
お
け
る
不
平
等
な
代
表
數
に
あ
っ
た
。
旣
に
九
月
に
パ 

リ
最
高
法
院
は
三
部
會
が
第
三
身
分
に
對
し
て
も
同
數
の
代
表
を
遂
り
得
る
よ 

う
勸
吿
し
た
.0
ネ
ッ
ヶ
ル
は
こ
れ
に
納
得
し
た
が
、
貴
族
と
聖
職
者
は
反
對
し 

た
。
ラ
ン
ヌ
で
市
民
の
反
抗
が
起
っ
た
0

一
月
ま
で
に
反
抗
は
激
化
さ
れ 

.た
。
ル
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
も
は
や
こ
れ
は
國
王
と
特
權
階
級
と
の
間
の
憲
法
論 

爭
で
は
な
く
、
第
三
身
分
と
他
の
身
分
と
の
間
の
戰
举
で
あ
っ
た
。
二
月
に
ア 

ベ

•
グ
イ
エ
イ
エ
の「

第
三
身
分
と
は
何
か」

が
刊
行
さ
れ
て
、
こ
め
對
立
.は 

.一
段
と
激
化
さ
れ
、
特
權
階
級
の
.意
圖
に
か
か
.わ
り
な
く
第
三
身
分
に
よ
っ
て

書

評

及

び

.紹
介

强
い
耍
求
が
打
出
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
た
。

.
ジ
&

の
か
か
る
動
き
に
呼
應
し
て
、

一
七
八
八
年
冬
に
民
衆
運
動
が
起
っ 

た
。
し
か
し
未
曾
有
の
規
模
を
持
ち
、
ル
ー
デ
に
ょ
れ
ば
、
革
命
の
近
因
と
な 

る
べ
き
i

を
付
し
て
差
支
え
な
い
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
純
粹
に
經
濟
的
な 

原
因
に
基
づ
く
運
動
か
ら
出
發
し
て
、
明
確
な
政
治
目
的
を
掲
げ
た
運
動
と
な 

っ
た
。
賃
銀
取
得
者
•
職
人

•
葡
萄
栽
培
者
.
都
市
の
小
商
人
が
合
同
し
て
獨 

占
者•

退
藏
者

•
穀
物
投
機
家
に
反
對
す
る
運
動
に
ま
で
發
展
し
た
。
こ
の
運 

動
は
卦
建
的
狩
獵
法
•
十
分
ー
税
に
反
對
す

る

保
有
農
民
の
運
動
と
合
流
し 

た
。
 

.

.

.

先
ず
飢
饉
と
i

騰
貴
か
ら
起
っ
た
騷
動
に
關
し
て
。

一
七
八
八
年 
一
二
月 

以
来
各
地
で
起
る
。
騷
動
は
穀
物
倉
庫
を
略
奪
す
る
と
い
う
形
で
起
っ
た
。
騷 

動
は
パ
ン
.

粉
.

小
麥
の
償
格
統
制
を
强
耍
す
る
と
.い
う
形
で
起
っ
た
。
騷
動 

は
パ
ン
屋
を
襲
擊
す
る
と
い
う
形
で
起
っ
た
。
騷
動
は
官

吏

•

大
商
人
.
農
場 

主
を
殺
害
す
る
と
い
う
形
で
起
っ
た
。

一
二
月
と
一
七
八
九
年

一
月
に
は
ブ
リ 

タ
I

1

一
と
ツ
I

レー

ヌ
.に
、
三
月
と
四
月
に
は
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
ー
、
イ
ル
•
ド 

ゥ
•

フ
ラ
ン
ス
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、

ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
、
ポ
ヮ
ト 

ゥ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
ツ
ー
レー

ヌ
に
、
五
月
と
六
月
に
は
ム
サ
ン
、
リ
オ
ネ 

I

に
、
七
月
に
は
シ
ャ
ン
パ
I
 

二
ュ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

ー

に
起
つ
た
。
パ
リ
で 

は
騷
動
が
七
月
ニ
1*
か
ら
ー
四
日
の
間
に
最
高
頂
で
あ
っ
た
。

狩
獵
に
對
す
る
保
有
農
民
の
反
抗
に
っ
い
て
。

コ
ン
テ
ィ
公
領
の
保
有
農
民 

.
や
農
業
勞
働
者
は
霜
で
收
獲
が
な
く
、
耕
地
を
荒
ら
す
兎
を
捕
獲
し
た
。
こ
の 

.運
動
は
各
地
に
波
及
し
た
。

ォ
ヮ
ス
ィ
で

保

有

農

民

は

の
^

P T

を
求
め 

.

.た
。

口 
I

レ
■丨
ヌ
で
土
地
の
な
.い
農
民
は
圍
牆
に
反
對
し
た
。

-

課
税
と
領
主
的 

搾
取
に
對
す
る
保
有
農
民
の
反
抗
が
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
三
月
に
、

ガ
.で
四
月

四
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把
パ1ル

j
j'q
で

n

田
學
會
雜
誌
•第
四
十
九
卷
‘
第

七

觉

, 

,

に
、
ヵ
ン
プ
ル
ス
、
ピ
ヵ
ル
デ
ィ
ー
で
五
月
に
起
き
た
。
そ
れ
は
更
に
聩
大
し 

て
七
、
八
月
に
は
ア
ル
サ
ス
、
•ノ
ル
マ
ン
.デ
ィ
I
、

へ
イ

ノ

ー
、
メ n.

ン
ネ
、
 

プ
ラ
ン
シ
土
，
コ
シ
テ
に
及
ん
だ
.0

知
ら
れ
る
如
く
市
民
と
民
衆
は
こ
.の
威
階
で
初
め
て
結
合
し
た
。
結
合
す 

る
十
分
な
無
濟
的
理
由
は
存
し
.た
。
.
.そ
し
て
、
ル
.

—

デ
に
よ
れ
ば
、
民
衆
運
動 

は
そ
れ
で
初
め
て
革
命
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
っ
た
。「

民 

.衆
運
動
は
、
た
と
ぇ
激
烈
£

り
ま
た
廣
範
に
わ
た
っ
て
も
、

Tf
J

?

ĉo
>
重
要 

な
部
分
と
結
合
し
な
い
限
り
、
有
効
な
革
命
的
な
力
と
し
て
成
功
し
存
續
す
る 

と
と
が
出
来
な
い」

。
逆

に「

郝
ュ
民
-
は
、
.
そ
の
實
質
的
な
部
分
が
、
都
市
及 

び
農
村
の
廣
範
な
民
衆
と
連
輅
が
な
い
限
り
、
_
員

め

^

^

_

係

を

破

壊

す

る 

と
.い
う
そ
の
歷
史
的
課
題
を
實
行
す
る
こ
と
が
出
來
な
い」

で
あ
ろ
う
。
ル
ー 

デ
は
.フ
ラ
ン
ス
^
命
の
底
流
に
民
衆
運
動
が
お
る
と
す
る
が
、
こ
れ
が
眞
に
革 

命
的
な
力
を
持
ち
得
た
の
は
プ
と
の
結
合
が
可
能
と
な
っ
た
段
階
に
お
い 

て
で
あ
.っ
た
と
考
え
た
。
市
民
の
介
在
な
く
し
て
民
衆
運
動
は
眞
に
革
命
的 

な
力
た
り
得
ず
、
ま
た
市
民
は
民
衆
の
支
持
な
く
し
て
革
命
を
達
成
す
る
こ 

と
が
出
來
な
か
っ
た
。
ルー

デ
は
民
衆
運
動
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置 

づ
け
た
。

し
か
し
草
命
政
府
が
民
衆
の
犠
牲
に
お
い
て
政
策
を
強
行
し
た
時
、
同
盟
は 

，破

れ

市

玲

が

主

■
«

を
振
'っ
.た
。
.民
衆
を
指
導
し
て
Tf
J,
两
と
共
に
革
命 

を
達
成
し
た
ロ
べ
ス
ピH

ル
は
斥
け
ら
れ
た
。
j
l
K
us'
衆
と
の
同
盟
を
復
活 

し
よ
う
と
い
う
口
べ
ス
ピ
エ
ル
派
の
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
民
衆
運
動
は
結
局 

は
狎
倒
さ
れ
た
。
ソ
ブ
r

ル
の
小
論
は
こ
の
過
程
を
述
べ
る
。

ロ
ペ
ス
ピ
ヱ
ル 

の
思
想
と
そ
の
限
界
を
示
し
た
好
論
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
民
衆
運
動
が
再
び 

起
っ
た
の
は一

八
三
〇
年
以
降
で
、，
し
か
も
全
く
違
づ
た
條
件
の
下
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。

四
，四

(

五
三
ニ)

(

渡
邊
•

國
廣)

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
論
文

を
め
ぐ
る
ド
ッ

'

ブ
對
ガ
ボ
！
ル

革
命
以
来
、
ソ
連
計
畫
經
濟
の
根
本
方
針
で
あ
っ
た「

重
工
業
優
先」

政
策 

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
消
費
生
活
水
準
向
上
の
悪
求
を
背
景
に
も
っ
た
主
張 

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

重
工
業
優
先
か
輕
工
業
優
先
か
、
あ
る
い
は
同
率
發
展
か
、
更
に
第
一
部
門 

(

生
産
財
部
門)

：
と
第
二
部
P3(

消
費
財
部
H)

と
の
比
率
如
何
と
い
ぅ
よ
ぅ 

な
論
啡
の
經
過
に
つ
い
て
は
、

シ
ヱ
ピ
ー
ロ
フ
.-

(「

プ
ラ
ゥ
ダ」

一
九
五
五
/-
ヰ 

i

月
二
四
日
、「

社
會
科
學
の
諸
.問
題」

第
.三
集)

の
論
文
が
よ
く
傳
え
て
い 

る
。
ま
た
わ
が
國
で
は「

經
濟
研
究」

一
九
五
五
年
六
號
を
參
照
し
て
い
た
だ 

き
.た
い
。

.

. 

,

論
爭
の
骨
子
は
、
.重
工
業
優
先
論
に
對
し
て
、
よ
り
急
速
な
テ
ン
ポ
に
よ
る 

第
一
部
門
め
不
斷
の
：增
大
は
、
そ
の
結
果
こ
の
部§

:

の
比
重
を
た
か
め
、
結
局 

不
'可
避
的
に
生
產
と
消
費
と
の
不
調
和
、
社
會
主
義
の
基
本
的
經
濟
法
則
の
破 

壊
に
み
ち
び
く
と
主
張
ず
る
に
あ
る
。
た
と
え
，ば
べ
ク
ァ
は「

重
工
業
の
急
速 

な
發
展
.テ
ソ
ポ
の
政
策
は
、
か
っ
て
は
社
會
主
義
の
基
本
的
經
濟
法
則
と
#

®

I
つ":.

卜:..

性
の
あ
る
發
展
の
法
則
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
段
階
で
は
こ 

.

れ
■ら
の
法
則
の
耍
求
と
矛
质
す
る
に
い
た
っ
た」

と
い
う
。.(「

經
濟
學
の
諸
問 

題」

一
九
五
四
年
九
號
、「

三
田
學
會
雜
氣j

四
八
卷
六
號
拙
槁
參
照
。)

，し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
は
も
ち
ろ
ん
ソ
連
の
基
本
的
方
針
と
は
矛
盾
す 

る
。
こ
こ
に
シ
ヱ

ピ

ー

ロ
フ
を
は
じ
め
多
く
の
反
批
判
が
あ
ら
わ
れ
た
わ
け
で 

あ
る
。

こ
の
重
工
業
優
先
論
の
拫
據
を
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ハ
デ 

イ
ヴ
ィ
ス「

ソ
ビH

ト

.
ス
タ
デ
ィ
ズ」

一
九
五
五
年
七
月)

⑴

大
規
模
な
技
術
進
艰
と
霞
生
產
性
の
不
斷
の
向
上
が
高
率
の
授
資
.を

必
要
と
す
る
。(

ドロシェフ

)

⑵

國
土
防
衞
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。(

ベ
ー
チ
ソ)

'

⑶
■
友
邦
援
助
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

⑷

農
業
發
展
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。(

フ
ル
シ
チ
ョ
フ)

(5
)

.第
二
簡
發
展
の
た
め
に
必
廣
で
.あ
る
。

以
上
が
そ
の
根
據
で
あ
る
が
：、
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ソ
連
の
著
名
な
' 

，經
濟
學
卷
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
第
一
部
^
優
先
理
論
で
あ
る
。

(「

布
殖
大
學
論 

集」

一
九
五
五
年
九
號
、
和
田
敏
雄
教
授
の
論
文
に
.詳
し
い
。)

.

.，ス
ト
ル
ミ

リ

ン
の
論
文
は
、

マ
' ル
ク
ス
の
再
生
產
表
式
を
社
會
主
義
社
會
に 

も
適
用
す
る
よ
，う

-®
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
論
文
を
め
ぐ
つ
て
な 

さ
れ
た
ド
ッ
ブ
と
ガ
ボ
-
ル
の
論
带
を
紹
介
し
た
い
と
厥
う
。

ニ

本
と
區
別
す
る
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ
グ
と
し
.て
の

不

變

資

本

は

固

定

資

本

と

流

動
:
 

資
本
と
な
る
。
純
產
出
高(

國
民
所
得)

は
兩
部
門
のV

+
S

に
等
し
い
。

總
產
出
高
は

V
+
W 

+ 

C
と
な
る(

四
七
頁
表
參
照〕
。

.

純
投
資
の
な
い
靜
態
の
場
合
の
均
衡
條
件
は
、
第

一

部
^
總
產
出
高
が
兩
部 

r a

の
資
本
の
填
補
に
等
し
い
こ

'1
'

と
で
あ
る
。
ま
た
第
1

部
朽
の
純
產
出
高
は
第 

二
部S

：

の
不
變
資
本
の
塡
補
に
等
し
い
。

(
V

1
+

S
1

=
C

2
)

 

丨

 

表
の
基
點
の
數
字
•

は
單
純
再
生
產
を
あ
ら
わ
す
か
ら
、
第
一
部
門
の
總
生
產 

物
は
兩
部
P1
の
不
變
資
本
の
塊
補
に
す
ぎ
な
い
。(

こ
れ
は
ス
ト
’ル
ミ
リ
ン
の 

い
う
よ
う
に
再
建
期
と
對
應
し
て
い
る
.な
'ら
驚
く
べ
き
數
字
で
あ
る
。)

こ
の
條 

件
が
成
立
す
る
な
ら
消
費
財
一
〇
％
の
增
加
は
生
產
财
の
大
な
る
攏
大
を
必
要
，

と
す
る
だ
.ろ
う
。

/ -

.

表
の
初
の
一
一
行
で

流
動
資
本
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
は
も
ち
ろ
ん
第
一
一
部 

門
よ
り
第
一
部S

：

で
高
い
。
大
體

2
對
1
と
1
對
1.
2
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し 

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
純
產
出
高
に
對
す
る
比
を
み
る
と
，

(

三
行
と
1
0行)

第
一 

部
門
ほ
ど
第
一j

部
Pi
で
低
く
な
い
。
消
耗
し
た
不
變
資
本
の
純
産
出
高(

六

.

一
0
行)

.に
對
す
る
比
で
は
、
第
一
部
門
よ
り
第
二
部
門
が
高
い
。
こ
の
意
味 

1

重
工
業
が
も
っ
て
い
る
勞
働
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
の
半
分
し
か
輕H

 

.
 

業
は
も
っ
て
い
な
い
、
そ
.の
ー
方
輕
エ
業
の
主
要
費
用
の
大
部
分
、
そ
れ
故
そ
.

の
產
出
高
の
大
部
分
は
原
料
か
ち
成
づ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

'
.

こ
こ
で
も
し
流
動
資
本
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
が
第
一
部
門
と
第
一1

部i：

と
同
じ
な
ら
、
資
本
財
の
.第
一
年
€>
-擴
大
は
、
'消
費
財一

〇
％
の
擴
大
を
支
え

:■

る
の
に
わ
ず
か1 

一
％
で
よ
い
。
そ
し
て
第
二 

.

.
三
年
迄
に
、
第

一

部

門

の

純

ぐ
] 

產
出
高v

l
+
s
i

は
第
二
部
門
の
資
本
の
瑱
補
を
超
過
す
る
、だ
ろ
う
。

-
.ド
ッ
ブ
は
ま
ず
ス
ト

ル
ミ
リ

ン
の

特
長
と
し

て

、
不
變
資
本
を
ス

ト

ッ
ク
と 

フ
ロ
ゥ
に
分
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
勞
働
手
段(

設 

備)

' に
體
現
さ
れ
た
不
變
資
本
と
1

對
象
.

：(

原
料)

に
體
現
さ
れ
た
不
變
資

書評及び賴介

ま
た
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
、
.第
一
一
部
門
の
產
出
高
の
一
：
〇

%

擴

大

に

ょ

り

必

要

四

五

(

五

三

三)


